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清
水
雅
彦
氏
（
日
本
体
育
大
学
教
授
・
憲
法
学
）
に
聞
く

戦
争
違
法
化
の
最
先
端

30
日
以
内
に
使
用
し
て
い
た
人
の
割

合
は
、
ア
イ
コ
ス
で
０
・
３
％
（
２
０

１
５
年
）
か
ら
３
・
６
％
（
２
０
１

７
年
）
に
、
２
年
間
で
10
倍
以
上
に

増
え
て
い
た
。
さ
ら
に
２
０
１
９
年

お
よ
び
２
０
２
０
年
の
調
査
で
は
、

成
人
の
10
％
以
上
が
加
熱
式
タ
バ
コ

を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
分
か

っ
た
（Hori 2021;Odani 2021

）
。

　

ア
イ
コ
ス
を
使
っ
て
い
る
の
は
ど

ん
な
人
な
の
だ
ろ
う
（
２
０
１
７
時

点
の
デ
ー
タ
）。
女
性
（
２
％
）
よ
り

は
男
性
（
５
％
）
、
40
―
50
歳
代（
４

％
）
や
60
歳
代（
０
％
）よ
り
も
20
歳

代
（
６
％
）
や
30
歳
代
（
５
％
）
が

使
っ
て
い
た
。
止
め
た
い
と
考
え
て

い
た
喫
煙
者
（
19
％
）
で
は
、
止
め
る

気
の
な
か
っ
た
喫
煙
者
（
10
％
）
や
も

と
も
と
吸
わ
な
か
っ
た
人
（
１
・
３

％
）
よ
り
も
多
く
の
人
が
ア
イ
コ
ス

を
使
っ
て
い
た
。
ア
イ
コ
ス
を
紹
介

し
た
テ
レ
ビ
番
組「
ア
メ
ト
ー
ー
ク
」

を
見
た
人（
10
％
）
の
方
が
、
見
て
い

な
い
人（
３
％
）よ
り
も
使
う
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
新
型
タ
バ
コ
を
使

用
し
て
い
た
者
の
う
ち
72
％
は
紙
巻
き
タ

バ
コ
と
併
用
（dual use

）
し
て
い
た
。

程
度
の
問
題

程
度
の
問
題

　

こ
の
よ
う
に
既
に
多
く
の
人
が
新
型
タ

バ
コ
を
使
っ
て
い
る
か
ら
、
新
型
タ
バ
コ

は
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
。
社
会
問
題
は

多
く
の
場
合
、
ゼ
ロ
か
イ
チ
か
と
い
う
極

端
な
話
で
は
な
く
、
程
度
の
問
題
で
あ

る
。
紙
巻
タ
バ
コ
問
題
が
日
本
に
お
い
て

社
会
的
に
重
大
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
理

由
の
一
つ
は
、
成
人
の
約
20
％
と
い
う
非

常
に
多
く
の
人
が
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
タ
バ
コ
の
害
に
曝
さ
れ
て

い
る
人
数
が
何
千
万
人
と
非
常
に
多
い
と

い
う
こ
と
が
問
題
を
大
き
く
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
も
し
、
タ
バ
コ
の
害
に
曝
さ
れ

て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
タ
バ
コ
問
題
は
優
先
順
位
の
高
い
社

い
な
い
と
し
て
も
、
社
会
と
し
て
こ
の
難

病
患
者
さ
ん
に
対
し
て
ケ
ア
・
支
援
し
、

研
究
者
が
こ
の
難
病
に
つ
い
て
研
究
す
る

こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
社
会
問
題
と
し
て

の
重
要
度
の
優
先
順
位
を
決
め
る
場
合
に

は
、
問
題
の
重
篤
さ
な
ど
の
要
因
に
加
え

て
、
問
題
の
被
害
者
と
な
る
人
数
の
多
寡

も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
だ
と
指
摘
し
て
い

る
の
で
あ
る
。 

（
つ
づ
く
）

　

ど
れ
だ
け
の
人
が

加
熱
式
タ
バ
コ
を
使

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
日
本
在
住
の
15

歳
〜
70
歳
の
男
女
８

２
４
０
人
が
回
答
し

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

調
査
で
は
、
２
０
１

５
年
〜
２
０
１
７
年

に
加
熱
式
タ
バ
コ
を

会
問
題
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

も
し
仮
に
、
将
来
、
日
本
人
の
20

％
が
銃
を
所
持
す
る
よ
う
に
な
る
な

ら
ば
、
日
本
で
も
銃
撃
事
件
が
多
発

す
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
な
れ
ば
銃
の
問
題
は
現
在
よ
り

も
ず
っ
と
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
今
の
日
本
に
は

銃
の
問
題
が
一
切
な
い
と
主
張
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
程
度
の
問
題

で
も
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ

る
。従

来
か
ら
投
入

従
来
か
ら
投
入

　

実
は
、
こ
れ
ま
で
も
歴
史
的
に
は

ず
っ
と
新
型
タ
バ
コ
問
題
は
存
在
し

続
け
て
き
た
（
図
）。
タ
バ
コ
会
社

は
こ
れ
ま
で
も
ず
っ
と
従
来
か
ら
の

タ
バ
コ
製
品
と
は
違
う
新
し
い
タ
バ

コ
製
品
を
市
場
に
投
入
し
続
け
て
き

て
い
る
の
で
あ
る
。
２
０
０
３
年
に

は
ガ
ム
タ
バ
コ
、
２
０
１
０
〜
２
０

１
３
年
に
は
嗅
ぎ
タ
バ
コ
、
２
０
１

３
年
に
は
ス
ヌ
ー
ス
（
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
嗅
ぎ
タ
バ
コ
）
が
販
売
開
始
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
タ

バ
コ
は
普
及
し
な
か
っ
た
。
普
及
せ

ず
、
単
に
使
う
人
が
少
な
か
っ
た
か

ら
、
大
き
な
問
題
と
は
な
っ
て
い
な

い
だ
け
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
害
を
受
け
る
人
数
が
少

な
い
と
し
て
も
問
題
が
な
い
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
、
あ
る
難

病
の
患
者
さ
ん
は
日
本
に
数
人
し
か

加熱式タバコの普及
と社会問題

田淵貴大（大阪国際がんセンター・　　　　　
がん対策センター疫学統計部部長補佐）新型タバコのサイエンス❸

2003年
ファイヤーブレイク
（ガムタバコ）

2010年
嗅ぎタバコ；ミント 2011年

嗅ぎタバコ；ビター

2012年
嗅ぎタバコ；３種類

2013年～
加熱式タバコ

2017年
スヌース

2013年
スヌース

（厚生労働省検討会資料を一部改変）

2008年頃
電子タバコ

2007年頃
メンソールカプセル入り
のタバコ

日本における新規タバコ製品

国
家
権
力
を

国
家
権
力
を

暴
走
さ
せ
な
い

暴
走
さ
せ
な
い

　

「
日
本
国
憲
法
の
構
造

は
、
国
家
権
力
を
縛
る
と
い

う
市
民
革
命
後
の
考
え
だ
け

で
な
く
、
第
２
次
世
界
大
戦

の
暴
走
が
再
び
起
こ
ら
な
い

と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
た
め

日
本
国
憲
法
は
、
国
会
と
内

閣
、
司
法
の
三
権
分
立
な
ど

の
統
治
機
構
の
あ
り
よ
う
に

多
く
の
規
定
を
設
け
、
国
家

権
力
が
暴
走
し
な
い
よ
う
に

縛
っ
て
い
る
。

　

清
水
氏
は
「
憲
法
に
基
づ

く
政
治
が
行
わ
れ
、
そ
の
上

で
国
民
の
大
多
数
が
改
憲
を

求
め
て
い
る
の
な
ら
ま
だ
し

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
に
乗
じ
、
一

部
の
国
会
議
員
が
「
憲
法
改
正
」
の
主
張
を
強
め
て
い

る
が
、
憲
法
学
者
の
清
水
雅
彦
氏
（
日
本
体
育
大
学
教

授
・
写
真
）
は
「
憲
法
を
変
え
て
は
い
け
な
い
」
と
語

る
。
そ
の
理
由
を
聞
い
た
。

条
は
国
連
憲
章
よ
り
進
ん
で

い
る
。
戦
争
違
法
化
の
最
先

端
を
行
く
９
条
を
変
え
、
レ

ベ
ル
ダ
ウ
ン
さ
せ
る
こ
と
は

な
い
」。

　

戦
争
は
突
然
始
ま
る
の
で

は
な
い
。「
戦
争
を
放
棄
す

る
」
と
い
う
憲
法
９
条
に
基

づ
い
て
、
戦
争
に
な
る
前
に

紛
争
の
火
種
を
一
つ
一
つ
解

決
す
る
こ
と
こ
そ
が
大
切
。

今
こ
そ
世
界
に
広
げ
た
い
９

条
の
考
え
方
だ
。

の
反
省
と
教
訓
に
基
づ
い
て

い
る
」
と
清
水
氏
は
指
摘
す

る
。

　

ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
な
ど
残
虐

行
為
を
重
ね
た
、
ヒ
ト
ラ
ー

率
い
る
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
は
、

選
挙
を
通
じ
て
国
家
権
力
の

座
に
就
い
た
。
こ
の
痛
苦
の

歴
史
か
ら
得
た
教
訓
は
「
多

数
決
は
常
に
正
し
い
わ
け
で

は
な
い
」
と
い
う
こ
と
。
国

民
の
熱
狂
を
あ
お
る
権
力
者

戦
争
の
違
法
化
を
進
め
て
き

た
。
憲
法
９
条
は
そ
の
流
れ

を
く
む
も
の
と
、
清
水
氏
は

指
摘
す
る
。

　

国
連
憲
章
で
は
「
武
力
に

よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使

を
…
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」（
２
条
４
項
）
と
あ
る

の
に
対
し
、
憲
法
９
条
は

「
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武

力
の
行
使
は
…
永
久
に
こ
れ

を
放
棄
す
る
」
と
一
層
強
い

表
現
に
な
っ
て
い
る
。「
９

も
、
そ
う
で
も
な
い
の
に
、

国
家
権
力
を
構
成
す
る
国
会

議
員
が
、
そ
の
影
響
力
を
利

用
し
て
改
憲
を
あ
お
る
の

は
、
憲
法
を
理
解
し
て
い
な

い
危
険
な
主
張
だ
」
と
批
判

す
る
。

　

自
民
党
幹
部
は
「
憲
法
に

緊
急
事
態
条
項
（
国
家
緊
急

権
）
が
な
い
こ
と
が
（
コ
ロ

ナ
対
応
の
）
ス
ピ
ー
ド
感
を

鈍
ら
せ
て
い
る
」
と
い
う
。

国
家
緊
急
権
と
は
、
戦
争
や

大
規
模
災
害
な
ど
非
常
事
態

が
起
き
た
際
に
、
権
力
を
政

府
に
集
中
さ
せ
る
超
法
規
的

な
措
置
で
あ
り
、
国
民
の
権

利
や
自
由
が
制
限
さ
れ
る
。

今
回
、
多
く
の
国
で
コ
ロ
ナ

対
応
は
法
律
で
行
っ
て
い

る
。

　

「
日
本
政
府
は
そ
も
そ
も

憲
法
に
基
づ
く
コ
ロ
ナ
対
策

を
し
て
い
な
い
。
25
条
（
生

存
権
）
に
基
づ
い
て
医
師
な

ど
の
医
療
従
事
者
や
、
Ｉ
Ｃ

Ｕ
（
集
中
治
療
室
）
、
保
健

所
を
増
や
し
て
い
れ
ば
、
病

院
に
も
か
か
れ
ず
に
亡
く
な

る
人
が
出
る
よ
う
な
事
態
に

は
な
ら
な
か
っ
た
。
改
憲
よ

り
前
に
す
る
べ
き
こ
と
が
あ

る
」
と
語
る
。

戦
争
を
未
然
に

戦
争
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に

防
ぐ
た
め
に

　

20
世
紀
は
多
く
の
市
民
を

巻
き
込
ん
だ
世
界
規
模
の
戦

争
が
相
次
い
だ
。
一
方
、
世

界
は
侵
略
戦
争
の
制
限
（
国

際
連
盟
規
約
、

１
９
１
９

年
）
や
、「
自
衛
戦
争
」
の

制
限
（
国
連
憲
章
、
45
年
）

な
ど
の
国
際
規
範
を
作
り
、

政府が取り組むべき優先課題

… …

⑫憲法改正

（日経調査21年12月24～26日）

③景気回復

②新型コロナ
　ウイルス
　対策

①年金・
　医療・
　介護 41％

38

36

9

多
く
の
国
会
議
員
に
伝
え
る

Ｑ
．
集
め
た
署
名
（
請
願

書
）
の
行
方
は
？
採
択
さ
れ

る
と
ど
う
な
る
の
で
す
か
？

　

国
会
へ
の
請
願
は
国
会
議

員
の
紹
介
が
な
け
れ
ば
議
会

に
提
出
で
き
ま
せ
ん
。
協
会

・
保
団
連
は
請
願
署
名
の
紹

介
議
員
に
な
っ
て
も
ら
う
よ

う
、
与
野
党
問
わ
ず
全
て
の

議
員
に
要
請
し
て
い
ま
す
。

請
願
は
そ
の
内
容
に
応
じ
た

委
員
会
で
審
査
さ
れ
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
本
会
議
で
の

審
査
が
必
要
か
ど
う
か
や
採

択
す
べ
き
か
ど
う
か
、
内
閣

に
送
る
べ
き
か
ど
う
か
に
つ

い
て
審
査
・
採
決
し
ま
す
。

　

そ
の
際
に
は
請
願
趣
旨
が

全
て
の
国
会
議
員
に
配
布
さ

れ
、
委
員
会
で
議
論
さ
れ
る

た
め
、
多
く
の
国
会
議
員
に

私
た
ち
の
意
見
を
伝
え
る
重

要
な
機
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。

本
会
議
で
「
採
択
」

（
慣
例
上
、
全
会
一
致
）
と

な
れ
ば
、
国
会
や
内
閣
、
自

治
体
で
処
理
さ
れ
ま
す
。
採

択
の
上
内
閣
に
送
付
し
た
請

願
は
、
内
閣
か
ら
そ
の
処
理

経
過
が
報
告
さ
れ
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
委
員
会
で
は

審
査
を
保
留
す
る
こ
と
や
審

査
未
了
の
扱
い
と
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
採
択
さ
れ
内

閣
に
送
付
さ
れ
て
も
「
強
制

力
」
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国

権
の
最
高
機
関
で
あ
る
国
会

で
採
択
さ
れ
る
こ
と
は
、
内

閣
に
と
っ
て
も
軽
視
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

２
０
２
１
年
の
通
常
国
会

で
は
「
子
ど
も
の
歯
科
矯
正

へ
の
保
険
適
用
の
拡
充
に
関

す
る
請
願
」
が
初
め
て
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
採
択
を
受
け

た
内
閣
の
見
解
で
は
、
今
後

の
中
医
協
で
「（
拡
充
の
）

議
論
を
行
っ
て
ま
い
り
た

い
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、

実
現
へ
向
け
た
道
義
的
な
責

任
が
課
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

（
つ
づ
く
）

署名の
チカラチカラ②

ストップ！75歳２割化ストップ！75歳２割化

３月31日付で廃止となった経過措置医薬品（歯科関連の主なものを抜粋）
　以下表の経過措置医薬品は製造・販売中止や名称の変更により４月以降請

求ができなくなっています。請求の際はご留意ください。

名称が変更された医薬品
剤形 経過措置医薬品 現行品目

内服 カルバゾクロムスルホン酸Na錠30㎎「TCK」 →
・ カルバゾクロムスルホン酸ナトリウム錠「
日医工」

・ カルバゾクロムスホン酸Na上30㎎「YD」
内服 クラリスロマイシンDS10％小児用「日医工」100㎎ → ・クラリスロマイシンDS10％小児用「EMEC」
内服 ジアスターゼ〈ハチ〉 → ・ジアスターゼ「ケンエー」

内服 ジアスターゼ「ヨシダ」 → ・ジアスターゼ原末「マルイシ」
・ジアスターゼ「ニッコー」

内服 セフテラムピボキシル細粒小児用10％「日医工」 → ・トミロン®細粒小児用20％

内服 バファリン配合錠A330 330㎎ →
・カロナール®錠200
・カロナール®錠300
・カロナール®錠500

内服 ロキソプロフェンナトリウム錠60㎎「ファイ
ザー」 → ・ロキソプロフェンナトリウム錠60㎎「日医工」

・ロキソプロフェンNa錠60㎎「サワイ」
歯科用薬剤 コーパロン歯科用表面麻酔液６％ → ・プロネスパスタアロマ

製造・販売中止となった医薬品
剤形 経過措置医薬品 剤形 経過措置医薬品
内服 アジスロマイシン錠250mg「YD」 内服 メコバラミン錠250μg「YD」0.25mg
内服 ジアスターゼ「日医工」 内服 レボフロキサシン錠 250 mg「ニットー」
内服 スルガム錠100mg 内服 マツウラ五苓散料エキス顆粒
内服 スルガム錠200mg 内服 マツウラ半夏瀉心湯エキス顆粒

内服 セフカペンピボキシル塩酸塩細粒小児100mg
TCK 100mg 外用 ポピヨード液10％

内服 セフカペンピボキシル塩酸塩錠100mg「TCK」 外用 水溶性アズレン含嗽用顆粒0.4％「YD」
内服 セフカペンピボキシル塩酸塩錠100mg「YD」 注射 フトラフール注400mg 4%10mL
内服 セフカペンピボキシル塩酸塩錠75mg「TCK」 注射 注射用フトラフール400 400mg

内服 セフカペンピボキシル塩酸塩錠75mg「YD」
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